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矧 ま蒸軌 水蒸気蒸軌 petroleum-ether可桁性など
-に就いて第一菊酸に獄似し更にバリタ処理を脱れるな
ど全く昂-菊酸とその挙動を共にするから,pyrethrin
























































防 虫 科 学
のを加温しっ 提ゝ押下に除々に杭下し,滴下終了後も
1時間投搾加熱する.円容物を冷 10% H2SOJ中に













































































50の tiglicacidを申離した. この同定は ethylα-













3) この tlglicacidesterの alcohol成分は街村
防 虫 科 学
な低級 alcoh01ではないこと,又同時に芽ト 菊骸は
従 来知られている p)Tethrolone 及び cinerolone


























































Cu.TorpL'pL'elSタaZle71S Coquilettas the test
materia一.ithecompoundstestedwerecamphor,
mmphoroilandsixestersofcamphoriC-acid.
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